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 「学修者本位の教育への転換」の必要性が提起され、大学における教育・学修支援の充実
が求められている。

 千葉大学アカデミック・リンク・センターでは、各種調査に基づき、教育・学修支援に求められ
る大学職員の資質・能力と専門性を明らかにするとともに、「教育・学修支援の専門性に必
要な能力ルーブリック（試案）」を作成。

 「教育・学修支援の専門性に必要な能力ルーブリック（試案）」に対応する形で、2017年に
「ALPS履修証明プログラム」を構築・開設し、教育・学修支援の専門職能開発を行う。

 本研究は、当該プログラムの第1期生の修了に伴い、2019年に実施した修了時アンケート調
査と修了後の活動状況に基づき、教育・学修支援の専門職能開発を目的とした履修証明プ
ログラムの効果や実施方法の妥当性を検証し、履修証明プログラムとしての可能性を明ら
かにすることを目的とする。

修了時アンケートと修了後の活動から見る
教育・学修支援専門職能開発を目的とした履修証明プログラムの実際
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研究の背景と目的

教育・学修支援に必要な能力ルーブリック（試案）

アカデミック・リンク教育・学修支援専門職養成履修証明
プログラム（ALPS履修証明プログラム）

ALPS履修証明プログラム

 教育・学修支援の専門性を高めるための体系的な研修プログラムとして、2016年度の
試行（3テーマ）を経て、2017年度から履修証明プログラムの本格実施。

 「教育・学修支援の専門性に必要な能力ルーブリック」の6領域に対応するかたちで、
15テーマを設定し、各テーマ8時間、全体で120 時間以上の研修プログラム。

 プログラム全体としては「能力ルーブリック」のA段階まで到達することを目標に設計。
 全てのテーマの受講者に対しては、学校教育法第105条に基づく履修証明書を発行。
 2019年3月に初の修了生25名を輩出。

表 １.  ALPS履修証明プログラム カリキュラムマップ

教育・学修支援専門職能開発を目的とした
履修証明プログラムの効果及び実施方法の妥当性

調査概要

 調査目的：ALPS履修証明プログラムの改善及びプログラムとしての成果や効果などの検証・
研究のため、履修証明プログラムの履修後の満足度や自己認識、運営の在り方
に対する意見を把握するため。

 調査期間：2019年5月～2019年7月

 調査対象：ALPS履修証明プログラム 第1期修了者 25名

 調査方法：郵送法による自記式アンケート調査

 有効回答率: 76%（n=19）

 設問項目：

１．ALPS履修証明プログラムに関する評価

２．「教育・学修支援の専門性に必要な能力ルーブリック（試案）」で設定した6領域の到達度
に関する自己評価

３．仕事の進め方、教育や学生に対する行動や認識

⇒5段階評定尺度により回答

調査結果

表 ３. 「教育・学修支援の専門性に必要な能力ルーブリック（試案）で設定した6領域の到達度
（N=19)（平均値を除き％）

領域 平均値
5：

Sの段階
4：

Aの段階
3：

Bの段階
2：

Cの段階
1：

Cの段階に
至っていない

学生・学修・教育支援の内容 3.37 5.3 42.1 36.8 15.8 0.0

担当業務の内容 4.05 26.3 52.6 21.1 0.0 0.0

大学についての知識 3.53 10.5 36.8 47.4 5.3 0.0

学生への対応 3.37 5.3 47.4 31.6 10.5 5.3

担当業務への取り組み方 3.89 21.1 47.4 31.6 0.0 0.0

人間関係の構築 4.05 26.3 52.6 21.1 0.0 0.0

表 ４. 仕事の進め方、教育や学生に対する行動や認識の変化 †p< .1 *p< .05

N
履修開始前

平均値
修了時
平均値

履修開始前
標準偏差

修了時
標準偏差

t値 効果量d

高等教育の制度や歴史を理解している 17 3.12 4.06 1.11 0.56 -4.315* 1.05 

相手の立場で考えることを意識してい
る 17 4.53 4.59 0.51 0.62 -0.368 0.09 

学生の学習や発達ついての専門的な
知識に関心がある 17 4.41 4.12 0.94 1.17 1.768† 0.43 

リーダーシップを発揮する 17 3.65 3.53 0.79 0.80 0.808 0.20 

他者の話を丁寧に聞く 17 4.29 4.12 0.77 0.78 1.376 0.33 

学校教育法や大学設置基準等の関連
法規を理解している 17 2.82 3.41 1.19 0.87 -2.416* 0.59 

学内の他部局の仕事に関心を持って
いる 17 4.29 4.29 0.85 0.85 0.000 0.00 

様々な教育方法に関心がある 17 4.65 4.24 0.61 1.03 2.384* 0.58 

新しい企画・提案をする 17 3.88 4.41 1.11 0.62 -2.729* 0.66 

他部署との交流を積極的に行っている 17 3.65 3.76 0.93 1.03 -0.356 0.09 

平均値

5：
そう思う

4：
ある程度そう

思う

3：
どちらともい

えない

2：
あまりそう思わ

ない

1：
そう思わない

ALPS履修証明プログラムの内容は
期待に沿うものだった 4.28 44.4 44.4 5.6 5.6 0.0

総合的にALPS履修証明プログラム
を履修して満足している 4.61 66.7 27.8 5.6 0.0 0.0

表 ２．ALPS履修証明プログラムに関する修了生による評価 （N=19）（平均値を除き％）

考察

ALPS履修証明プログラムの総合的な満足度を問う設問の平均値は4.61であることから、
履修生の期待に沿う内容を提供されたと考えられる。

 「教育・学修支援の専門性に必要な能力ルーブリック（試案）」に基づく修了生の自己評価では、
6項目中5項目において、プログラム全体の到達目標であるA段階が最頻値であることから、
プログラム設計の妥当性が確認された。

 「仕事の進め方、教育や学生に対する行動や認識の変化」を問う設問に関しては、履修開始
前と修了時において、3項目について行動や認識の変化があったことが確認された。この中で
も「新しい企画・提案をする」という項目に関して、変化が確認された。

前述の「行動や認識の変化」に関する調査に加え、修了生は「能力ルーブリック」の到達度に
関する自己評価で、「担当業務の企画・提案」に関わる能力を身につけたと評価しており、
企画・立案に対して、積極的になったことが示唆される。

プログラム修了後の修了生による活動

【基盤的テーマ】
教育・学修支援の専門性
を高めるために共通に修
得する内容

【総合的テーマ】
教育・学修支援を実践
するための手法を修得
する内容
（グループワーク形式）

【総括的テーマ】
教育・学修支援を推進
す る た め の 具 体 的 な

課題解決を企画・実践
する内容

図 １. CEREAL基本構想図
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